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令和５年度全国学力・学習状況調査について（お知らせ） 
 

仲秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃、本校の教育活動にお力添えをいただきまして、まことにありがとうございます。 

さて、下記のとおり、令和５年度全国学力・学習状況調査結果及び分析・考察した内容に

ついてお伝えいたします。 

 

記 

 

１ 全国学力・学習状況調査とは 
全国学力・学習状況調査は、小学６年生と中学３年生を対象に行われている調査です。文部科

学省及び県・市教育委員会が、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る目

的で行われています。教科に関する調査は、学力の２要素（知識・技能、思考力・判断力・表現

力等）を把握・分析するためにバランスよく作成されており、「知識」と「活用」を一体的に問

う問題形式で実施されています。今年度は、国語と算数の２教科を実施しました。さらに、児童

生徒の学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査が実施されました。 

 

２ 小笠北小学校の結果分析・考察 
（１）教科に関する調査（平均正答率の比較） 

★高い   ☆やや高い   ▽やや低い  ▼低い 

国 語 全体 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

言葉の特徴

や使い方 

情報の 

扱い方 

話すこと 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

全国との比較 ▼ ▼ ▼ ▼ ▽ ▽ 

県との比較 ▼ ▼ ▼ ▼ ▽ ▽ 

算 数 全体 数と計算 図形 変化と関係 
データの

活用 

全国との比較 ▽ ▼ ▽ ▽ ▼ 

県との比較 ▽ ▼ ▽ ▽ ▼ 

 

＜北小の国語の力について＞ （ ○正答率が高い ●正答率が低い） 

○漢字を文の中で正しく使うことができる。問題番号１三（２）イ 

○目的を意識して中心となる言葉を見付けてまとめることができる。問題番号２一 

●図や表、グラフなどの資料を使って、考えをまとめることができる。問題番号１二 

●日常よく使われる敬語を理解している。問題番号３三 

 

＜今後の国語の学習について＞ 

・言葉の意味を理解しながら、正しく漢字を書く。 

・制限字数内で、自分の考えをまとめて書く。 

・自分の考えや思いが相手に伝わるような書き方や話し方を身に付ける。 



＜北小の算数の力について＞ （ ○正答率が高い ●正答率が低い） 

○たし算、かけ算、（ ）が混ざった計算の仕方を理解し、正しく解く。問題番号３(１) (３) 

●面積の大小を判断し、その理由を言葉と数を用いて説明する。問題解決２(４) 

●わり算の筆算について、各段階の計算の意味を理解している。問題番号３(４) 

   

※ 正答率が最も低かった問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の算数の学習について＞ 

・公式を暗記するのではなく、なぜそうなるのかをじっくりと考える。公式を理解する。 

・計算の仕方について、筋道を立てて説明ができる。 

・割合の問題については、日常の場面に対応させながら意味を理解する。 

 

（２）質問紙調査（＋･･･肯定的回答が多い、－･･･否定的回答が多い） 

＋友達関係に満足していますか。 

＋人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

＋住んでいる地域の行事に参加していますか。 

＋外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思 

いますか。 

＋５年生までに、授業で PC・タブレットなどの ICT 機器をどの程度使用しましたか。 

＋学校の授業以外に、PC・タブレットなどの ICT 機器を勉強のために使っていますか。 

－自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

－読書は好きですか。 

－国語の授業で、立場や考えの違いを意識して話し合い、自分とは違う意見を生か 

して自分の考えをまとめていますか。 

 

＜質問紙の結果から＞ 

北小の子どもたちは、友達や地域の人たちとの関わりを大切にして、日々の生活を

送っている。また、言語や文化の違う外国の人とも、互いのことを理解し合い、楽しく

過ごそうとしている。学習面では、一人一台端末（iPad）を効果的に活用し、学習内容

の理解に役立てていることが分かる。 

一方、読書時間が短く、進んで読書する子どもが少ない。学校の時間割に入れたり、

家庭学習に取り入れたりしているが、今後も読書時間を増やす取り組みを考えて行く

必要がある。授業では、自分と友達の考えを比べ、自分の考えが広がっていくよさを実

感できるようにしていきたい。 

 

担当  教務主任（八塚） 

電話番号 ７３－２０５４ 


